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拝啓　処暑の候　鹿児島市医師会の先生方
におかれましては，ますますご清祥のことと
お喜び申し上げます。

また，日頃から鹿児島県臨床検査技師会の
運営に際しまして，心温かいご理解とご支援
を賜り心から感謝申し上げます。

さて，近年，自然災害が多発しておりま
す。災害がおこると住宅や建物，人の命に甚
大な被害が発生します。その時には各団体の
DMAT，JMAT による食料品・飲料水，医
療などの支援活動が実施されております。今
後，南海トラフ地震の発生が予想される中，
日本臨床衛生検査技師会も各都道府県におい
て県との災害協定を結んでおります。ちなみ
に，日本臨床衛生検査技師会は，能登半島地
震が発生した令和６年１月１日当日，直ちに
執行部および事務局で被害状況の確認を行
い , １月２日に災害対策本部を立ち上げ，そ
の後，都道府県臨床検査技師会との連携のも
と，被災地における安全・安心な臨床検査デー
タの提供を行い，被災住民の疾病を予防する
ため，被害の大きかった地域を中心に約３ヵ
月にわたり継続的に臨床検査技師の派遣活動
を行いました。

鹿児島県臨床検査技師会においても臨床検
査技師の役割を重要視し，災害時の検査体制
の強化を図りたいと思います。迅速な検査対
応体制を構築，避難所での健康管理，検査技
術の備えを充実させるための研修や訓練を実
施し，鹿児島県と災害時における臨床検査技
師の活動・派遣に関する協定を結び，発生し
た地域社会への医療支援を考えております。
我々臨床検査技師も，電気・水といったライ

フラインの途絶を想定し POCT 機器・試薬
の選択などを普段から心掛け，平時から災害
訓練など実施してその使用方法などを研修，
さらに，迅速かつ的確に災害支援が提供でき
るように技師会組織体制を構築します。国の
通知等により，災害対策基本法及び都道府
県における地域防災計画に基づき都道府県
が行う保健衛生活動，直接的要請のできる
DMAT や JMAT 等の組織の皆様の活動支援
への参加，さらに，臨床検査技師の専門性を
十分に発揮できる救護活動をする為に，その
分野の組織を活用することにより医療資源を
増やすことをご検討いただき災害協定の締結
をお願いしたいと考えています。

結びに，検査を通して技師会としての機能
を十分に発揮し，鹿児島市医師会の先生方の
診療支援チームの一員として活躍できる臨床
検査技師の育成に努めるべく，技師会活動を
行う所存でありますので，ご指導ご鞭撻の程
よろしくお願い申し上げます。
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